
（
年
金
局
事
業
企
画
課
監
査
室
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

４

年
金
局
事
業
企
画
課
監
査
室
は
、
第
七
十
三
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
特
定

障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
附
則
第
十

四
項
に
お
い
て
「
特
別
障
害
給
付
金
法
」
と
い
う
。）に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
関
す
る
年
金
局
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
の
監
査
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
五
条
第
四
項
中
「
企
画
課
」

と
あ
る
の
は
、「
年
金
局
及
び
企
画
課
」
と
す
る
。

３

年
金
局
事
業
企
画
課
監
査
室
は
、
第
七
十
三
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
特
定

障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
附
則
第
十

一
項
に
お
い
て
「
特
別
障
害
給
付
金
法
」
と
い
う
。）に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
関
す
る
年
金
局
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
の
監
査
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
五
条
第
四
項
中
「
企
画
課
」

と
あ
る
の
は
、「
年
金
局
及
び
企
画
課
」
と
す
る
。

（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
官
及
び
特
別
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

（
削
る
）

４

第
七
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
本
省
に
置
く
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
官
及
び
特
別
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
官
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
一
人
は
、平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
厚
生
局
健
康
福
祉
部
企
業
年
金
課
及
び
保
険
年
金
課
並
び
に
四
国
厚
生
支
局
保
険
年
金
課
の
所
掌
事
務

の
特
例
）

（
地
方
厚
生
局
健
康
福
祉
部
企
業
年
金
課
及
び
保
険
年
金
課
並
び
に
四
国
厚
生
支
局
保
険
年
金
課
の
所
掌
事
務

の
特
例
）

５

地
方
厚
生
局
健
康
福
祉
部
企
業
年
金
課
及
び
保
険
年
金
課
並
び
に
四
国
厚
生
支
局
保
険
年
金
課
は
、
第
七
百

十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
企
業
年
金
課
に
あ
っ
て
は
、
第
七
百
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
）
の
ほ
か
、

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
か
ら
第

十
項
ま
で
に
お
い
て
「
基
金
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
給
付
（
第
八
項
か
ら
第
十

項
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
旧
給
付
」
と
い
う
。）の
支
給
が
行
わ
れ
る
間
、
基
金
法
附
則
第
十
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
基
金
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
の
監
督
に
関
す
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

５

地
方
厚
生
局
健
康
福
祉
部
企
業
年
金
課
及
び
保
険
年
金
課
並
び
に
四
国
厚
生
支
局
保
険
年
金
課
は
、
第
七
百

十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
企
業
年
金
課
に
あ
っ
て
は
、
第
七
百
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
）
の
ほ
か
、

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
一
項
か
ら

第
十
三
項
ま
で
に
お
い
て
「
基
金
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
給
付
（
第
十
一
項
か

ら
第
十
三
項
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
旧
給
付
」
と
い
う
。）の
支
給
が
行
わ
れ
る
間
、
基
金
法
附
則
第
十
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
基
金
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
の
監
督
に
関

す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

６

地
方
厚
生
局
健
康
福
祉
部
企
業
年
金
課
及
び
保
険
年
金
課
並
び
に
四
国
厚
生
支
局
保
険
年
金
課
は
、
第
七
百

十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
企
業
年
金
課
に
あ
っ
て
は
第
七
百
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
）
の
ほ
か
、
当

分
の
間
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

６

地
方
厚
生
局
健
康
福
祉
部
企
業
年
金
課
及
び
保
険
年
金
課
並
び
に
四
国
厚
生
支
局
保
険
年
金
課
は
、
第
七
百

十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
（
企
業
年
金
課
に
あ
っ
て
は
第
七
百
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
）
の
ほ
か
、
当

分
の
間
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
第
十
三
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
」
と
い

う
。）附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
（
次
号
に
お
い
て
「
存
続
厚
生
年
金
基
金
」

と
い
う
。）の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

一

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
第
十
五
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
」
と
い

う
。）附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
（
次
号
に
お
い
て
「
存
続
厚
生
年
金
基
金
」

と
い
う
。）の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

（
薬
事
監
視
専
門
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

７

第
七
百
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
薬
事
監
視
専
門
官
の
う
ち
一
人
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

８
〜
10

（
略
）

７
〜
９

（
略
）

（
再
乱
用
防
止
対
策
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

11

第
七
百
二
十
八
条
第
二
項
第
四
号
ホ
の
再
乱
用
防
止
対
策
官
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か

れ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

12
〜
14

（
略
）

10
〜
12

（
略
）

別
表
第
二

出
張
所
（
第
百
十
八
条
関
係
）

別
表
第
二

出
張
所
（
第
百
十
八
条
関
係
）

名

称

位

置

名

称

位

置

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

名
古
屋
検
疫
所
静
岡
空
港
出
張
所

牧
之
原
市
坂
口

名
古
屋
検
疫
所
静
岡
空
港
出
張
所

牧
ノ
原
市
坂
口

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
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